
卒業時の学習到達目標

Reading Listening Speaking Writing

自分が必要とする事柄に関
して、簡単な語句や表現を
用いて、メモや短い文を書く
ことができる。

辞書を使わずに、簡単な自
己紹介文を複数の文で書く
ことができる。

日常生活で目にする簡易な
英文やメッセージを理解す
ることができる。

辞書を使えば、自分の個人
情報（氏名・誕生日・学年・
住所・家族構成・趣味・好き
な教科など）が含まれている
アンケートに記入することが
できる。

第
１
学
年

３
学
期

簡単に書かれた英語の地図
を見て、通りや店、病院など
を探すことができる。

ゆっくりはっきりと話されれ
ば、身近なことに関する話
や指示を理解することがで
きる。

教科書の例文を参考にしな
がら、道案内や、人を誘った
り、頼みごとをしたりすること
ができる。

１
学
期

簡単な物語や身近なことに
関する文章（スポーツ・食べ
物など）を理解することがで
きる。

ゆっくりはっきりと話されれ
ば、自己紹介を聞いて相手
の名前や出身地等を聞いて
理解することができる。

基本的な語句や定型表現を
用いて、個人的なトピック
（趣味や習慣、部活動など）
について話すことができる。

２
学
期

興味・関心のある話題に関
する簡単な文章（文化･伝記
など）を理解することができ
る。

数字や時間、値段を聞いて
理解することができる。

なじみのあるトピック（スポー
ツや食べ物など）について、
簡単な意見交換をすること
ができる。

教科書の例文を参考にしな
がら、自己紹介文や、家族
や学校生活に関する文を書
くことができる。

２
学
期

まとまりのある説明文を理
解したり、実用的な文章から
必要な情報を得ることがで
きる。（料理のレシピ、ガー
デニングなど）

標準的な発音で話される比
較的長い英文についても、
要点を理解することができ
る。

あらかじめ準備したメモに基
づき、接続表現（and, but,
becauseなど）を用いて、自
分の意見や考えを順序だて
て述べることができる。

日常生活で自分が体験した
出来事に関してならば、適
切な副詞（first や then）や
接続詞（and や though）を用
いて、説明することができ
る。

１
学
期

詳しい指示、メッセージ、情
報（旅行の手配、録音された
天気予報、留守番電話な
ど）を聞いて、理解できる。

日常生活の身近な状況につ
いて、理由を明らかにして説
明することができる。

because や andのような基
本的な接続詞を使って、あ
る事柄に関する「好き」「嫌
い」を理由を含めて短い文
章で書くことができる。

２
学
期

外国の生活や文化を紹介す
る教材など、簡単な説明文
を理解することができる。

公共の場でのアナウンスを
聞いて、重要なポイントを理
解することができる。（人の
呼び出しなどの館内放送、
イベントでの注意事項など）

話すためにあらかじめ準備
したメモに基づき、身近な話
題について賛否を述べるこ
とができる。

聞いたり読んだりした内容
について、簡単な語句や表
現を用いて、自分の感想を
文で述べることができる。

３
学
期

　　福岡県立三池高等学校　Can-Doリスト　　福岡県立三池高等学校　Can-Doリスト　　福岡県立三池高等学校　Can-Doリスト　　福岡県立三池高等学校　Can-Doリスト

１、高校段階における英語の技能が身についており、自分の考えを適切な英語を使用して表現したり、相手の言うことを理解したりできる。
２、間違いを恐れずに、英語で積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を身につけている。

第
３
学
年

３
学
期

１つのパラグラフ（段落）に
おいて、主題文（段落の主
題を伝える文）と支持文（主
題文を支える例など）の区
別をすることができる。

標準的な英語の発音を聞き
取り、日常の勉強や仕事に
関するトピックについての明
確な事実情報を理解するこ
とができ、メッセージの概要
とともに詳細も聞き取ること
ができる。

関心のある社会的な状況に
ついて、自分の意見や感想
を加えながら要点を伝える
ことができる。

自分が興味関心のあるト
ピックに関して、「賛成」「反
対」を理由を含めて複数の
文で述べることができる。

複数のパラグラフから構成
された文章を読み、要約文
を完成させ、あらすじをまと
めたり、内容を報告すること
ができる。

第
２
学
年

図や表及びその説明文を理
解し、情報を得ることができ
る。

空港や鉄道の駅で聞く短
い、はっきりとした簡単なメッ
セージやアナウンスを聞き
取ることができる。

駅や店、郵便局など日常的
な場面で、自分の要望を伝
えたり、簡単な質問をしたり
できる。

現代の問題など一般的関心
の高いトピックを扱った文章
を、辞書を使わずに読み、
複数の視点の相違点や共
通点を比較しながら読むこ
とができる。

１
学
期

英語の短い対話を聞いてそ
の内容を理解し、次の内容
を推測できる程度にその内
容を理解することができる。

視覚的補助となるもの（絵や
写真など）を用いて、自分の
関心のある事柄について伝
えることができる。


